
【小学校算数 基本問題 小６－⑧】

（ ）組 氏
「速さ」№１

（ ）番 名

）１ 次の問題に答えましょう。（単元評価問題：小６－⑧２

(1) ２７０ｋｍを６時間で進んだ自動車の時速

（式）

㎞
２７０÷６＝４５

(1)時速 ４５

(2) １７６０ｍを８分で進んだ自転車の分速

（式）

ｍ
１７６０÷８＝２２０

(2)分速 ２２０

(3) ５㎞を２０秒で進んだ飛行機の秒速（単位はｍで）

（式）

ｍ
５×１０００＝５０００

(3)秒速 ２５０
５０００÷２０＝２５０

Ａの自動車は３９０㎞を６時間で，Ｂの自動車は４５０㎞を７時間３０２

分で進みました。ＡとＢの自動車は，どちらが速いですか。 それぞれの自

）動車の速さを求めて比べましょう。（単元評価問題：小６－⑧２

Ａの自動車の速さ

３９０÷６＝６５

Ｂの自動車の速さ

７時間３０分＝７ ５時間．

答
４５０÷７ ５＝６０．

い。
え

Ａ の自動車の方が速

）３ 分速７８０ｍで走る電車の時速と秒速を求めましょう。（単元評価問題：小６－⑧４

ｍ時速 秒速４６ ８ １３． ㎞

速さ＝道のり÷時間で求めること

ができます。

はじめに５㎞を５０００ｍになお

， 。しておくと 計算がしやすいですね

， 。３０分を時間になおすと ０ ５時間になります．

よって７時間３０分は７ ５時間になります。．

分速は１分あたりにすすむ道のりを表します。よっ

て分速を時速になおすには，６０をかけます。逆に分

速を秒速になおすには６０でわれば求められます。

７８０×６０＝４６８００

４６８００÷１０００＝４６ ８．
７８０÷６０＝１３



【小学校算数 基本問題 小６－⑧】

（ ）組 氏
「速さ」№２

（ ）番 名

）４ 次の問題に答えましょう。（単元評価問題：小６－⑧２ ３,

(1) 時速５５㎞の自動車が，３時間で進む道のり

５５×３＝１６５（式）

㎞(1) １６５

(2) 分速１６０ｍの自転車が，５０分間に進む道のり（単位は㎞で）

１６０×５０＝８０００（式）

㎞８０００÷１０００＝８ (2) ８

(3) 秒速６ｍのエレベーターで、１２０ｍの高さをのぼるときにかかる時間

１２０÷６＝２０（式）

秒(3) ２０

(4) 分速７５０ｍのモノレールが，６㎞進むのにかかる時間

６×１０００＝６０００（式）

分６０００÷７５０＝８ ８(4)

(5) 時速５４㎞の自動車が，１８㎞走るのにかかる時間（単位は分で）

１８÷５４＝（式）

分
６０× ２０＝ (5) ２０

。５ 家から公園まで，分速７０ｍで歩いて，２４分かかります

）（単元評価問題：小６－⑧２ ３,
(1) 家から公園までの道のりを求めましょう。

７０×２４＝１６８０（式）

ｍ答 え １６８０

(2) 家から公園までの道のりを，はじめ分速７０ｍで１２分歩いたあと，

残りの道のりを，分速１６８ｍの速さの自転車で行きました。

自転車には，何分乗ったことになりますか。

（式）

分答 え ５

道のり＝速さ×時間で求めること

ができます。

時間＝道のり÷速さで求めることができます。

１
３

１
３

７０×１２＝８４０

１６８０－８４０＝８４０

８４０÷１６８＝５


